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核セキュリティに関する動向
IAEAのインシデント及び不正取引データベース(ITDB)に係る2026年版

ファクトシートの概要
ITDB：規制上の管理を外れた核物質及びその他の放射性物質の不正取引や、その他の不正な活動等の事案を収集したIAEAのデータベース。
以下は、2024年、2025年及び1993年～2025年の期間内にITDB参加国から報告された事案の分類。

• Gr. Iに分類される事案の発生割合は、他のGr. に比し低いが、毎年、
一定数が報告されている。うち、不正取引関連事案は全体の85.3%、
詐欺関連事案は13%で、悪意ある使用関連事案は1.7%である。また
Gr. Iの事案のうち、核物質に関連した事案は46.6%、放射性物質関
連事案は37.1%、その他の物質（非放射性物質）関連事案は
16.3%である。

• Gr. IIに分類される事案の大半は、盗取又は紛失した物質に関連し、
不正取引の端緒となる可能性がある。これらは事案の発生施設、一時
的な保管場所（施設）、並びに輸送時のセキュリティや管理システムの
脆弱性を示している。これまでのGr. IIに分類される事案の83.5%は放
射線源に関するものであったが、2025年ではその割合は93.1%に増加
した。そのうち、カテゴリー2（人体に非常に危険な放射線源）及びカテ
ゴリー3（人体に危険な放射線源）に係るものが各1件発生した。

• Gr. IIIに分類される事案の報告数は 2003年～2005年に増加した
が、それは国境や金属スクラップ施設に放射線ポータルモニタが設置され
るようになった時期と一致している。また過去10年間に報告されたGr.
IIIの事案数は、平均136件/年である。Gr. IIIの53.6%の事案は放
射線源に関連するもので、核物質に関連する事案は10.1%であった。
残りの36.3%は、放射性物質で汚染された製品や部品、金属スクラッ
プ や 、 自然 起源の 放 射性 物 質 (NORM: naturally occurring
radioactive materials) に関連する事案である。

*ISCN Newsletter (ISCNニューズレター),No.0346, October, 2025, 「2-2 IAEAのインシデント及び不正取引データベー
ス(ITDB)に係る2025年版ファクトシートの概要」表1より引用。
https://www.jaea.go.jp/04/iscn/nnp_news/attached/0346.pdf#page=15
**ここの各Grの内訳は、2024年の報告件数と、2026年版ファクトシートに記載の1993年～2025年の積算値から算定した。

• 1993年～2025年に報告された計4,626件の事案の概要
核物質関連の事案は14%、その他の放射性物質関連の事案は60%、

放射性物質に汚染された物又はその他の物質関連の事案は26%。
盗取のうち、不正取引関連の事案は3.7%、残りの96.3%のうち、不正

取引又は悪意ある使用と関係のない事案は9.7%で、86.6%は不明。
盗取又は紛失として報告された物質の大部分は、工業用、分析用又は

医療用に供される放射線源に関連するもの。
https://www.iaea.org/sites/default/files/25/03/itdb-factsheet.pdf

Gr. 事案
2024年* 2025年** 1993～2025年

報告数
（件） 割合(%) 報告数

（件） 割合(%) 報告数
（件） 割合(%)

Gr. I
不正取引又は悪意ある
使用に関連する、又はそ
の可能性がある事案

3 2.0 6 2.5 359 7.8

Gr. II 意図が不明な事案 22 15.0 55 23.3 1,120 24.2

Gr. III
不正取引又は悪意ある
使用とは関連しない、又
は関連する可能性が低
い事案

122 83.0 175 72.2 3,147 68.0

計 147 100.0 236 100.0 4,626 100.0

（2026.05.27更新）




